
「2025年大阪・関西万博」堺プロジェクトチーム 第6回全体会議 議事要旨 

○日時 令和 6 年 10 月 24 日（木）16:00～17:00 

○場所 堺市役所 本館 4 階 秘書課会議室 

○主な出席者 

堺市： 

永藤市長、佐小副市長、市長公室長、政策企画部長、政策企画部部理事、広報戦略部長、文化観光局長、

観光部長、文化国際部長、歴史遺産活用部長、産業振興局長、産業戦略部長、建築都市局長、都心未来

創造部長、建設局長、サイクルシティ推進部長、教育次長、教育委員会事務局総務部長 

経済団体等： 

菊地堺観光コンベンション協会会長、堺商工会議所専務理事、堺商工会議所常務理事兼事務局長、 

堺観光コンベンション協会専務理事兼事務局長、さかい新事業創造センター代表取締役専務、堺市産業振興セ

ンター副理事長 

 

○議事概要 

会議の開催に先立ち、永藤市長、菊地堺観光コンベンション協会会長から挨拶があり、その後、大阪・関西万博の各

フェーズ（万博開催前、開催中、閉幕後）の取組や進捗状況等について所管局長から説明し、会議出席者間で協議

した。 

会議では、オープンファクトリー等による地域産業の活性化や市内誘客に向けたプロモーションについて議論された。また、

万博閉幕後を見据えた取組を進めること、必要な事項を次年度予算要求に反映することを確認した。 

 

【永藤市長挨拶要旨】 

大阪・関西万博の開幕まで半年を切った。去る 10 月 20 日（日）に開催された第 51 回堺まつりでは、大小路筋に

万博や未来を体感できる「MIRAI SAKAI EXPO」ストリートを設置した。各ブースは大変盛況で、市民や事業者の皆

様の万博への期待が感じられた。 

令和 6 年 8 月開催の議会では、万博会場での催事の内容やその効果、堺市内への誘客について議論され、催事に

関する補正予算が可決された。本日の会議では、万博の閉幕後も見据えた取組の内容や進捗状況を共有し、堺の今

後の成長、発展につなげたい。 

 

【菊地堺観光コンベンション協会会長挨拶要旨】 

第 51 回堺まつりでは、開催エリアの中心部に「MIRAI SAKAI EXPO」ストリートを設置し、万博への期待を持たせる

内容とした。また、その他のゾーンに関しても関係部局・団体と連携し、オール堺で実施した。その結果、万博に向けた高

揚感及び堺の多様な魅力を感じていただけた。 

万博開催に向けて、当協会においても貴重な機会を最大限活用し、多くの方々に堺へ来訪いただくため、関係部局・

団体と連携し、堺の魅力を最大限発信したい。本日は、当団体への率直な意見、要望もいただき、今後のより深い連携

につなげたい。 

 

【フェーズ 1（万博開催前）の取組等について】 

・市長公室長から、万博会場催事の準備状況や万博と関連した SDGs、スマートシティ、子どもの国際感覚の醸成に

関する取組等について説明 

・文化観光局長から、観光体験コンテンツの創出、市内周遊の促進やプロモーションの取組等について説明 

・産業振興局長から、イノベーション創出やビジネスマッチング支援、オープンファクトリー実施、市内消費創出の取組等

について説明 

 

 



【主な発言】 

・堺商工会議所では、オープンファクトリーは産業の魅力を伝える機会であり絶好の資源と考えており、HP を作成して

国内外に発信する予定。今後、通年で体験できるようにしたい。 

・さかい新事業創造センターでもオープンファクトリーに参加する。入居企業の認知度向上、モチベーション向上、さらな

るイノベーション創出につなげる。 

・産業振興センターでは、万博の「TEAM EXPO 2025」に健康医療ものづくり研究会を共創チャレンジとして登録

し、堺まつりでは市内の万博出展企業の技術を披露した。万博出展企業とも連携し、万博に向けて取り組む。 

・堺伝匠館では、さらなる外国人観光客の誘客に向けて取り組む。 

・万博開催に向けて新たなプロモーション動画を制作した。関係団体とも連携し、情報発信を強化する。 

 

【フェーズ 2（万博開催中）及びフェーズ 3（万博閉幕後）の取組等について】 

・市長公室長から、万博会場催事や各メディアへのアプローチ、万博参加国との連携等による子どもたちの国際感覚の

醸成の取組等について説明 

・文化観光局長から、旅ナカ、旅アトなどそれぞれの段階における市内誘客促進の取組等について説明 

・産業振興局長から、万博会場における伝統産業の魅力発信、万博と連動した市内消費を促す取組、万博レガシー

を活用した次世代の地域産業活性化の取組等について説明 

 

【主な発言】 

・来場者輸送具体方針において示された 5 ルートのうちの 1 つが万博会場と堺をつなぐルートで、大阪港湾局と連携

のもと海上交通の運航実現に向けて取り組む。 

・それぞれの取組が目標達成にどのように貢献するのかという道筋を明確にする必要がある。 

・フェーズ 3（万博閉幕後）につながる取組をより一層精査し、具体化する必要がある。 

 


